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　　　　　　　　米國でも海中の重力測定決行
　從來，地球上の重力を精密に測定するこは殆んさ專ら陸上に限られ，海
上では，ヘカー0・Heckar博士が1900年頃，遠洋航海の船中で可なり：不
精密な測定を準行したに過ぎす，到底賜れを陸上の観測結果ミ合せて地球
の形歌なS“を研究するに足らざるものであるE　一一般に思はれてるた．しか
るに，オランダ國のEA．　Vening　Meineszマイネツ博士が，1923年頃か
ら海軍潜航艇を使用して，海面より敷十尺深いあたりの極めて静かな海水
中で振子によう重力測定を嚢陣し，1926年頃までには大西洋印度洋太巻洋
等に於いて幾度こなく，航海しつX測定：を實行し，全世界の測地回者の大
なる賞讃を博してるる．此のマイネツ氏の好結果を見習って我が日本でも
近海上の重力測定を試むべしε，田中舘博士等は撒年前から主張して居ら
れるけれ♂，我が國では未だ此の機甲が熟しない．しかるに聞くミころに
よれば，米國測地局Coast　and　Geodetic　Surveyの測地學部長ボー井一一W．
：Bowie氏の奔走により，今秋から此の海上の重力測定を實行ずるこミsな
り，先づオランダからマイネツ氏を招聰して．海軍省より潜航艇S21號を
借りうけ，三つの航路に沿ふて，試験的測定を開始した．去十二月に此の
試験的測定から一先づ引き上げたマイネッ氏は，ワシントンに於いて米國
内の此の方面の諸問題に興味を有する學者たちに講話を試みるε同時に，
マ4ネツ氏は自ら使用してみる特殊な重力測定器械の理論ミ構造及び使用
法等を説明した．此のマAネツ氏に教へられた米國の測地學者が，近い將
來には遠洋に乗り出して，ひろい海上の重力観測をやるこミになるだらう．
因みに，米國が今般マイネツ博土を招いて指導を受けるのは，カーネギー
財團の援助によるものである，〔Sc．1764〕
　　　　　　　　　東都丁丁天文壷の新機械
　京都の天文皇に去る十月，ドイツのバンベルビ一三から口径90ミリの大
子午儀が到着しナこ，そして十一月の公開日に展覧された．爾ほ同天文壼には
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近々英國グラブ會祉から「16吋」ミ「12吋」ε二つのシーロスタトが到着する
筈
　　　　　　　　　　　太陽半半ぜ無線電波
　米國ハーブード大旨の天文學教室では主任教授ステッソンH．T．Stetson
氏の主唱により，無線電波に與へる太腸黒鮎の影響を研究するため，ボス
D市の無線技師ピカードPickard氏の考案に成る見事な受信セヅトを設
備しナこ．今後，此の教室は絶えずシカゴ市のWBBM放二二から二二され
る電波の彊さ弱さを精密に測定するε共に，一方に於いて，天文望遠鏡に
より，太陽黒鮎を撮影して，其の形歌や藪を記録し，口々相比較するので
あるξいふ．（E．＆A．M．103）
　　　　　　　　　　花山天文皇の工事進捗
　京都大學天文皇の移韓先なる花山天文皇の新建築工事は目下順調に進ん
でみる．十一月末までに太陽館のコンクリートが殆んさ終り，今は大小の
爾ドーム及び本館のコンフリート工事の最中である．電話も既に架けられ
t：一多分來る四五月頃には建築が完成し，夏には移韓が終るのであらう・
因みに此等の建築は東海道田道線の列車の窓外に見えてみる．
　　　　　　ロンドンのユニヴシチ・カレジ天文壷
　二二ロンドン市北郊ヘンドンのミルヒル公園に新しく天文肇が目下建設
中である．之れは同市ユニヅシチ・カレジ大詰のものであって，かつてW．
EWi19．　on井ルソン氏の所持してみた大型の望遠鏡をこNに据え付けるの
であるεいふ．
　　　　　　　　デトロイト天文壷へ参拾萬圓
　米國ミシヴン大學のデトロイト天文毫は前の皇員　0．B．　WheeEerの未
心入から十五萬ドルの寄附金を受領しfe．之れは同天文皇の研究結果tH版
費及び研究員の補助に用ゐられる由．（Sc．1764）
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ロシア國の天文學界は此の頃實に大
畠な奮獲ぶりである．欧洲大戦に引
きっついて幾度も起つた國内革命の
ため，暫く天文研究なさは忘れられ，
天文家たちは多く外國に避難する有
様1であったが，1924年頃からは政情
が安定するミ共に，サギエト政府が
一般に自然理學の研究を奨戯したた
め天文學も俄然盛んになつナこ．プル
コワやカザンあたりの古い天文豪が
甦ったばかりでなく，モスコウやレ
ニングラドには新しい天文學會や天文峯が作られ，彗星や流星や憂光星な
さの観測に平門家やアマチュアたちが見事な成績を帯ける様になって，諸
外寸を驚かせてみる．中にも，最も驚嘆すべきは南方ロシヤに於ける二三の
天文肇に設備せられた大望蓮鏡である．一こしに寛平εして掲げナこのは
クリミア4’・島の南端にある有名なシメィス天文毫に最近設備された口径百
センチの大反射鏡である．此の器機は欧洲大戦前のロシア帝政々府が英國
グラブ會肚に注文して置いたものであるが，革命で帝政’々府が倒れたため，
グラブ會肚では此の大反射鏡を一時頁り物に公告したものであった．NSこ
ろが1923年になってサヰエト政府が大金を撃って獲れを買ひ取り，シメイ
ス天文皇に据えつけるに至ったので，各國を驚かせた．今之れは径32尺の
大ドームの中に納まり，毎夜，星の鴬眞撮影に用ゐられてるる．爲眞は据
え付け最中の反射鏡であって，二人の観測者が其のニウトン式観測皇の上
に立ってるる有様である．ドームの大きさや其のスリト（長楽）の大きさな
さも，人の身髄ミ比べて大縞知られる．
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　　　　　　　　　　　　　　　亭雷の中．心位置の新決定
　去る十一月21日，大阪毎日新聞肚へ米國＝ユーヨークから下の如き電報
が到着した．
　　？・ois30　．A．T　AUTUMrNT　MEETING　iTXTATIONAL　AC．4LDEiMii　SCIENCES
　　WHICH　O？ENED　UNION　COLLEGI，L　PROFESSOR　HARLOW　SI｛APLEY
　　HARVARD　OBSIIRVATORY　1）ECLARED　lrHAT　CENTER　UNIVERSE
　　BEEN　DISCOVERED　BY　ASTRONO“・IICAL　OBSERVATIONS　EXTEND一
　　工NG　NUMBER　YEARS　STOP　COMPUTATIO．NS　I、AST　MONTH　SHOWN
　　CENTER　TO　BE　ABOUT　47000　LIGI－IT　YEARS　AWAY　FROM　SUN
　　S［FOP　lriNT　COURSE　STUDY　ABOUT　l　ooo　N．　FW　VAI〈IABLE　STARS
　　FOUND　IN　1）AST　YEARS　STOP　CI一：NTER　±NUCLEUS　OF　EARTHS
　　GALAXY　STARS　WHIJ｛CIS｝IEAVENLY　UtNtlVERSE　P．EEN　LOCATE
　　DIN　CONS　TELLATION　’SAGITTARIUS　STOI）　IMPLICATION　THIS
　　DISCOVERY　IS　THAT　］｝・IILKYNixT・AY　IS　ALL　ONE　GREAT　GALAXV
　　STARS　SIIAPED　LIKI－」　TXFv’O　PL．4tTll］S　？LACED　FACE　TO　1一一ACE　’VVITH
　　EXTENSIVE　MASSIVE　NUCLEUS　WHICI－1　IS　FIVE　lllLOPARSECS
　　工NTHICKNES　STOP　IN　AS’rRo］　oMlctxL　CALCULATIONS　ONE
　　KILOPARSEC　IS　APPROXIMATELY　3200工IGHTYEARS　FIGUR工NG
　　LIdilT　TRAVEL　AT　RATE　186000　M［LII］S　PER　SF．．COND　SUZUKI
　　I｛G　2i　AM　8　s6
　二十二日の午後，大毎の松井氏が此の電文を持って意見を聞きに來たの
で，讃んで見たミころ，意味は
　　二十日工5時30分誠信，ユニオン學【兜で開かれ．た國立理學アカデミの秋季針桐に
於いて，）・　一　pe　haド大前天丈蔓のバーn一。シヤプレイ教授が代表しプこ所に嫁ろ
　定，幾年にも渡る天質槻測によって，宇宙の申心が嚢見されナこ・昨月終了の計算
　によれば，幾の宇宙中心ば我が太陽奄去ろ約47000光年のかなすこにあろ・由れば
　過去耳玉年間1二見fナけられナこ糸を1－rFイ固の薪憂ジ自2琶の研：究の・糸吉果で’ある・地球力’ら「天
　の河」t見えるかの天の宇宙の中心核は射手E，！｛jt．1の中に位置してQるのであるか
　ら上記の獲見の意味は・部ち，「天の河」tx二枚の薄い板をピツタ1Jご合ばぜナこJRP
　うな形に出來てるる一大群星．であって，厚さit　5キロパーセクもあり，中心ば大
　きく，質量も多い・天丈計算に於いて，一．一キロパーセクご　i｛，毎秒王86000　g　n♪レ
　走る光線が3‘200年間に走る距離を言ふ・鈴木・
宇宙の中心については，過去十藪年にわたって多くの學者ナこちの研究が
あっナこ最近にも，シヤプレイ博士が球歌星團の分布から之れを研究し，
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又，井ルソン山のシーレスi専士が星藪調査から之れを研究しナこ．そして誰
もが皆，此の大宇宙の中心は射手星座の方向にあるEいふこミを疑はなか
った．上記の電文によって，約一千個の琢憂光星の研究から，シヤプVイ
氏は太陽から宇宙中心までの距離を47000光年ξ測定しfのであって，之
れは今まで或る人々に見積もられてるた「約20000・寸一セク」師ち，「約600
00光年」こいふ撒字よりも更に正確なものであらう．（山本）
　　　　　　　　　　　　人事　浦息
　オペンハイム教授の死　　面訴ヰーン大回教授オペンハイムS．Oppen・
heim氏は去る八月15日逝去しナこ．亨年71．氏は1882年から同大學天文肇
員Eなり，】911年に教授εなつfこ．研究は理論的方面が多い．
　新しいヰーン大翁面文豪長　　永くドイツ國ハムブルビ天文壼（〈ごルゲ
ドルフ村）の一・fi　Sして60－cmの大屈折赤道儀により観測研究を聴けて
みたグラーフKGr謹博士は，去る夏：以來，固唾f一ン大紫に招かれて，
さき頃逝去したへペルガー氏の後をつぎ，天：文峯長Sなった由，同博士か
ら我が山本博士の許へ書信が達した．
　米國天文十七署長新選　　去る九月初旬，米國アマスト大上天文皇で開
かれた米國天文學會第40回総會に於いて，コムストク會長（「天界」第88號
参照）引退し，代って，エール大學の藪理天文學教授ブラウン　E．W．
：Brown氏が新しく弓長に選ばれナこ．ブラウン氏は月の運動に關する世界随
一の構威者であって，さきに東京のZi㍉1」清次博士沸奪1事されたこS一ある人
である．
　ギーン博士の逝去　ドイツ國ミュンヘン山霊の物理學教授ヰーンW．
Wien博士は，去る八月30日，60曳を以って逝去した．氏は理論物理學の大
家であって，「事一ンの法則」及び「ヰーンの攣位法則」等は光線輻射學上に
於いて有名なものであるし，此等の法則は今日天冠物理の研究のために用
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ゐられて，吾人は遠い恒星の温度を知る方法を與へられてるる．
　ニウテール博士引退　　英國ケンブリヂ大學附属太陽物理研究所長ニウ
ラー一Pル教授は近々に引退する由．同氏は父R．S．　Newallの後を亡いで早
くも1890年同大胆に寄贈されナこ「25吋」ニウラール望遠鏡0）主任者ミなり，
皇紀此の大學が新しい天文研究の一大中心ミなつナこのであって，更に1907
年にはマクリンF．Mc　Clean氏の寄附によって「60吠」焦黒占ミシーロスタ
トξを有するリトロ一式の分光機を設備し，翌1908年には英國に於ける分
光學の開拓者ハギンスw．Hugginsの使用した望遠鏡や諸器械をロ・一ヤル
學會から譲られ，N，1911年にはロンドン市の南ケンシントンにあっナこロ
キァSir　N．　Lockyer氏の太陽研究所を此所に合併したので，ニウラール
氏の研究室は凹々完備した．從って，近年英國に於いて天艦物理學や太陽
物理學を修める者は殆んさ皆ニウラール氏の指導を受けない者は無い有様
であった．我が國にもかつて此のニウラール氏の教導を受けた入士が二三
人ある．
　若きプラスケト氏　英領カナダのヰクトリア天文皇長プラスケト老丁．．
S，Plaskettの子息H．　H．　Plaskett氏は今まで軍クトリアの父の許に助手
Eして働き1922年以下，早期星殊に0型星の研究によって世界に名を掲げ
ナこが，昨夏，米國ハーゾード大學に招膀されて，天膿物理學教授ミなった．
’今35歳である．
　上田　穣助教授　　さきに荒木助教授の海外留學任命のこミを記しナこがs．
去る十二月14日附を以って本立濃鼠長上田穣助教授も文部省在外研究員ε
して米國へ派遣される旨，官報で登表されナこ．繭氏のナこめ慶賀の至りであ
る．因みに荒木氏は一月中旬出帆の鹿島丸で渡欧．ドaッ國ゲチンゲン
大々に赴かれる由叉，上田氏は多分三月頃出訴，米國カリフオニア大學
天文台に赴かれる由．何れも満2ク年の論定であるから，島朝は共に1931年
（昭和6年）だろう．
